
ソーシャルマッシュアップ実現に向けたフレームワークの検討 

A Software Framework Design for Social Mashup Scheme 

                                                  瀧川 大樹†      小板 隆浩‡ 

 Daiki Takigawa Takahiro Koita 
 

1. はじめに 
本研究では，ソーシャルマッシュアップの実現を目的と

する．ソーシャルマッシュアップとは， SNS(Social 

Network System)の情報と環境を利用したマッシュアップで

ある．既存のマッシュアップでは，サービスを共有する際，

ユーザとサービスが詳細な関連を持たない．また，サービ

ス同士が詳細な関連を持たない．ユーザとサービスの詳細

な関連とは，ユーザとサービスの密接な繋がりである．ま

た，サービス同士の詳細な関連とは，サービス同士の密接

な繋がりである．既存のマッシュアップでは，このような

関連を持たないため，ユーザは利用に適したサービスを発

見・選択する際に，サービスの探索を繰り返す必要がある．

図１に既存のマッシュアップの概要を示す． 

ソーシャルマッシュアップでは，サービスを共有する際，

SNS の情報と環境を利用し，サービスに SNS の情報を含

め，ユーザとサービスが詳細な関連を持つことにより，ユ

ーザは利用に適したサービスの発見に役立てることができ

る．また，SNS の環境を利用しサービスに付加情報を与え，

サービス同士が詳細な関連を持つことにより，ユーザは利

用に適したサービスを選択に役立てることができる． 

サービスに SNSの情報を含めることにより，サービスに

ユーザの背景と好みを反映させる．その背景や好みの情報

を元に，ユーザとサービスが詳細な関連を持つ．ユーザは

この関連をもとに，利用に適したサービスの発見に役立て

ることができる．また，SNS の環境を利用することにより，

ユーザはサービスに付加情報を与えることができる．ユー

ザが与えた付加情報をもとに，サービス同士は詳細な関連

を持つ．ユーザは，このサービス同士の詳細な関連をもと

に，利用したいサービスの選択に役立てることができる．

図 2にソーシャルマッシュアップの概要を示す． 

 
 

図 1既存のマッシュアップの概要 

 

図 2 ソーシャルマッシュアップの概要 

 

2.既存マッシュアップ 

既存マッシュアップのサービス共有の現状について述べ

る．マッシュアップとは，異なるサービスを組み合わせ，

新たなサービスを生み出す技術である．企業は API として

自社のサービスの機能を Web 上に公開している．ユーザ

は複数の API をプログラミングにより組み合わせ，サービ

スの機能を組み合わせることによりマッシュアップを実現

している．マッシュアップにより，ユーザは容易にサービ

スを構築できるようになった．しかし，API の仕様は提供

する企業によって異なっており，ユーザは利用する API ご

とに，企業が公開する API を発見し，理解しなければなら

なかった．そこで，ProgrammableWeb[1]という，API の情

報やサービスの情報をユーザ同士で共有することができる

サービスや，YahooPipes[2]という，マッシュアップサービ

スを共有できるサービスなど，マッシュアップを支援する

サービスが登場した． 

ProgrammableWebは 2012年 7月現在 6372個の APIに関

する情報と 6690 個の API を用いて作成されたマッシュア

ップサイトが掲載されている，世界で最大級のマッシュア

ップポータルサイトである．ProgrammableWeb に登録され

ている API やマッシュアップサイトに関する情報には，カ

テゴリや企業情報，API 名，マッシュアップサイトを作成

したユーザ名といった情報がタグ付されている．API やマ

ッシュアップサイトに関する情報はすべて API を提供して

いる企業やサイトのユーザが任意で登録する．ダッシュボ

ードと呼ばれる掲示板のような仕組みを設置することで，

ユーザ同士の情報交換も可能である．ProgrammableWeb に

は，API の情報とサービスの情報が利用される用途ごとに

整理してあり，マッシュアップサービスの情報のみを共有

することができる．しかし，情報は共有されているが，ユ

ーザとサービスが詳細な関連持たず，また，サービス同士

が詳細な関連を持たないため，ユーザは利用に適したサー

ビスを発見・選択する際，サービスの探索を繰り返さなけ
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ればならない． ProgrammableWebにあるサービスにはカテ

ゴリや企業情報，API 名，マッシュアップサイトを作成し

たユーザ名といった情報がタグ付されているが，これらの

タグの情報はユーザとサービスが密接に結びつくような情

報ではなく，ユーザとサービスは詳細な関連を持たない．

さらに，ユーザが利用したいサービスを検索するには，マ

ッシュアップを作成したユーザ名または，サービス名が既

知である必要がある．そのため，ユーザが，もしサービス

名を知らない場合，ユーザはカテゴリにある，数多くのサ

ービス中から利用に適したサービスを発見するまで，ユー

ザはサービスの探索を繰り返す必要がある．更に，サービ

スがタグにより大きく分類してあることにより，現状のサ

ービスの詳細な関連を全て包括できない．そのため，サー

ビス同士が詳細関連を持たない．サービス同士が詳細な関

連を持たないので，ユーザは複数のサービスからサービス

を選択する際，利用に適したサービスが見つかるまで，サ

ービスの探索を繰り返す必要がある． 

YahooPipes はプログラミングを必要とせず，GUI でマッ

シュアップを行うことが出来るサービスである．サービス

の機能を部品として扱い，サービスの部品にパラメータを

設定し，それらのサービス部同士をパイプと呼ばれるリン

クで繋げるだけでマッシャアップすることができる．また，

ユーザが YahooPipesで作成したサービスの部品やマッシュ

アップしたサービスはユーザ間で共有することができる．

共有されたサービスは，投稿ユーザ名，サービスの利用用

途，サービスの使用頻度，投稿されたサービスが日時順に

タグにより分類されている．しかし，YahooPipes でサービ

スを共有する場合，ユーザが利用に適したサービスを発

見・選択する際，サービスの探索を繰り返す必要がある．

YahooPipes では，共有されているサービスはユーザ名，サ

ービスの利用用途など大まかにタグ付されているが，これ

らは，ユーザの所有者など，ユーザとサービスが直接結び

つくような情報ではなく，ユーザとサービスが詳細な関連

を持たない．ユーザが利用したいサービスを検索するには，

マッシュアップを作成したユーザ名または，サービス名が

既知である必要がある．そのため，ユーザがもし，サービ

ス名を知らない場合，ユーザはカテゴリにある，数多くの

サービス中から利用に適したサービスを発見するまで，ユ

ーザはサービスの探索を繰り返す必要がある．また，サー

ビスがタグにより大きく分類してあることにより，現状の

サービスの関連を全て包括できない．そのため，サービス

同士は詳細な関連を持たない．サービス同士が詳細な関連

を持たないので，ユーザは複数のサービスからサービスを

選択する際，利用に適したサービスが見つかるまで，サー

ビスの探索を繰り返す必要がある．  

3.問題点 
サービスの共有について，既存のマッシュアップと SNS

を比較し，ソーシャルマッシュアップ実現に向けて，既存

のマッシュアップの問題点を挙げる． 

 既存のマッシュアップは，サービスを共有する際に，ユ

ーザとサービスが詳細な関連を持たないこととサービス同

士が詳細な関連を持たないことが問題である．そのため，

ユーザはマッシュアップする際に，ユーザは利用に適した

サービスの見つかるまで，探索を繰り返す必要がある．一 

 

図 3 SNSの概要 

 

方，SNS は図 3 のようにユーザとコンテンツ，コンテンツ

同士が詳細な関連を持っている．SNSの場合，コンテンツ 

はユーザに関連する情報を持つため，ユーザはその情報を

自身と関連を持つコンテンツの発見に役立てることができ

る．また，ユーザがコンテンツに付加情報を与えることに

より，全てのコンテンツ同士が詳細な関連を持つことがで

きるので，ユーザはその関連をサービスの選択に役立てる

ことができる． 

既存のマッシュアップと SNSをユーザとサービスの関連

の点で比較すると，既存のマッシュアップにユーザとサー

ビスが詳細な関連を持たないのは，サービスがユーザに関

連する詳細な情報を持たないからである．サービスがユー

ザに関連する詳細な情報を持たないため，ユーザは利用に

適したサービスを発見するまで，サービスの探索を繰り返

さなければならない．また，既存のマッシュアップと SNS

をサービス同士の関連の点で比較すると，既存のマッシュ

アップにサービス同士が詳細な関連を持たないのは，既存

のマッシュアップはユーザがサービスに付加情報を与える

仕組みを持たないためである．ユーザがサービスに付加情

報を与えることにより，サービスの評価，サービスが共に

利用される頻度など，詳細な関連をサービス同士に持たせ

ることができる．しかし，既存のマッシュアップでは，ユ

ーザがサービスに付加情報を与えることができないため，

ユーザは利用に適したサービスを発見するまで，サービス

の探索を繰り返さなければならない． 

このように，既存のマッシュアップは，ユーザとサービ

スの詳細な関連を持たないため，Web 上の膨大なサービス

から，ユーザは自分の利用に適したサービスを発見するた

めに，探索を繰り返さなければならない．また，サービス

同士の詳細な関連がないため，ユーザは利用に適したサー

ビスを選択する際に，探索を繰り返さなければならない．

したがって，サービスを共有し，自分にあったサービスを

発見・探索するには，ユーザとサービスに詳細な関連を持

たせること，また，サービス同士に詳細な関連を持たせる

ことが必要である． 

4.アプローチ 

本研究では，サービスに SNS情報を組み込むことによっ

て，ユーザとサービスに詳細な関連を持たせ，共有してい

るサービスからユーザが利用に適したサービスの発見を支

援する．また，サービスを SNS上に組み込むことにより，
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サービスとサービスに関連を持たせ，ユーザの利用に適し

たサービスの選択を支援する． 

4.1 SNS の情報の組み込み 

サービスにユーザの名前，性別，年齢，出身地，趣味な

どの SNS のプロフィール情報を組み込むことにより，ユ

ーザの好みや背景をサービスに反映させる．その情報を元

にユーザとサービスは詳細な関連を持ち，ユーザがサービ

スを発見する際に役立つ． 

 ここで，マップに飲食店を表示させるサービスを共有す

る例を図 4 に示す．同じマップに飲食店を表示させるサー

ビスでも，ユーザの趣味によって，利用したいサービスの

内容は異なる．ドライブが好きなユーザであれば，町のド

ライブコースにある，飲食店を表示するサービスが必要で

あり，ショッピング好きなユーザであれば，ショッピング

街のカフェを表示するサービスが必要であったりする．も

し，サービスにユーザのプロフィール情報を含んでいれば，

サービスを共有している他のユーザは，ドライブ好きなユ

ーザであれば，ドライブコースに飲食店を表示させるサー

ビスと関連を持たせることができ，ショッピング好きなユ

ーザであれば，ショッピング街のカフェを表示するサービ

スと関連をもたせることができる．このような関連を持た

せることにより，ユーザはその関連から自分の利用に適し

たサービスを発見できるようになる． 

 
図 4マップサービス例 

  

4.2 ソーシャルグラフへの組み込み 

サービスをソーシャルグラフ上で共有することにより，

ユーザはサービスに付加情報を与える．ユーザの付加情報

をもとに，サービス同士に詳細な関連を持たせることがで

きるので，サービスの選択に役立てることができる．ユー

ザの付加情報とは，一緒にマッシュアップに利用したサー

ビスやそのサービスの評価である．共有するユーザがサー

ビスにこれらの付加情報を付けることにより，一緒に利用

される傾向のサービスや，同じ種類のサービス同士の評価

など，サービス同士に詳細な関連を持たせることができる．

ユーザはその関連を元にサービスを選択できるので，ユー

ザは利用に適したサービスを選択することができる． 

5.提案手法 
ソーシャルマッシュアップの共有フレームワークを提案

する．SNSの情報をサービスに組み込み部品化し，ソーシ

ャルグラフ上のノードとする．また，そのノードにリンク

を持たせ，ソーシャルグラフ上で共有する． 

5.1 サービスのノード化 

SNS の情報を組み込むために，サービスに SNS の情報

を組み込みノード化することが必要である．関連研究[3]で

は，サービスに対して，サービスの部品化情報とサービス

の社会的な情報をセマンティックにタグ付することにより，

サービスの機能と SNS の情報を合わせて部品化している． 

タグ付されているサービスの部品化情報は，サービスの名

前，サービスを作成したユーザ，サービスをデプロイした

時間である．また，タグ付されているサービスの社会的な

情報は，地域別の入出力の設定，ユーザの同僚，友人，親

友などの社会的関係，マッシュアップを共有する人のラン

ク，サービスの利用目的である．関連研究では，サービス

の部品化の情報とサービスの社会的な情報はサービスを作

成したユーザが行っている．本研究では，このようなサー

ビスの部品化の情報や社会的な情報を SNS から自動的に

抽出し，サービスにタグ付けを行う．SNSから抽出してく

る情報は，ユーザのプロフィール情報，ユーザの友人の情

報，サービスの利用頻度，サービスのリンク，サービスに

対しての他の共有しているユーザからの評価である．この

ように，SNS上から情報を抽出してくることにより，サー

ビスの発見に役立つ，ユーザとサービスに関連する詳細な

情報を得ることができる． 

5.2 ノード間のリンク 

ソーシャルグラフ上で，サービスにユーザが付加情報を

与え，その情報に基づき，サービスにリンクを持たせる．

関連研究[4]では，WebAPI の使用頻度を表す(WAR)と一緒

に使われる API を表す CAR（Co-utilizationAPI Rank）

という 2 つのパラメータを用いて，API 同士にリンクを持

たせ，サービス同士に関連を持たせている．このパラメー

タは ProgramableWeb をクローリングし，決定されてい

る．しかし，このリンクは，ProgrammableWeb から抽出

してくる情報や，情報の抽出方法に大きく依存する．本研

究では，ソーシャルグラフ上のサービスに対して，ユーザ

が付加情報を与えることにより，サービスにリンクを持た

せ，サービス同士に関連を持たせる．ユーザの付加情報は，

過去一緒にマッシュアップされたかどうか，サービスが利

用された回数である．ソーシャルグラフ上でサービスを共

有させることにより，サービス同士に詳細な関連を持たせ

る． 

6.まとめと今後の展望 
ソーシャルマッシュアップという，SNSの環境と情報を

利用した，新たなマッシュアップ手法とその実現のための

フレームワークを検討した．ソーシャルマッシュアップ実

現により，ユーザとサービス，サービスとサービスが詳細 

な関連を持ち，既存のマッシュアップのサービス発見・選

択の問題を解決できる．今後の展望としては，実際に共有

フレームワークを元にプロトタイプを作成し，サービスに

具体的にどのような情報をもたせ，どのような付加情報を

持たせるべきか検討する． 
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